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海外拠点

JIG-SAW US, INC.(米国サンフランシスコ・サンタモニカ)

JIG-SAW CA, INC.(カナダ・トロント)
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データコントロールセンター

札幌コントロールセンター：N44

札幌コントロールセンター：N83

トロントコントロールセンター：TCC
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• 弊社にお任せいただくことで、監視運用の質の向上や万全なセキュリティを確保したセンターからのサポートが実現できます。

監視体制

グローバルな2拠点の監視センター

➢ SCC（札幌コントロールセンター）
専任のサーバエンジニアが常駐する国内最大級の監視センター

➢ TCC（トロントコントロールセンター）
時差12時間のトロント拠点で夜間帯の業務依頼も安心対応

監視センター内 セキュリティ

➢ すべての作業が見える位置に監視カメラを設置

➢ カードキーによる入退出管理

➢ 個人ロッカーを設置し、センターへの私物持ち込みを禁止

➢ USBメモリ等の外部媒体利用禁止
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JIG-SAW OPSとは

モニタリング

24時間365日の自動モニタリング、

最適なモニタリングの設計、設定

を支援しシステムの異常、予兆、

停止を正確に検知します。

最適化支援

システムの安定稼働、パフォーマ

ンスの最適化や冗長化、可用性の

向上等システムの課題に合わせた

支援を行います。

インシデント
対応

インフラのプロフェッショナルエン

ジニアによるインシデント対応を提

供、必要に応じて問題の根本原因を

突き止め解決策を提示します。

構築支援

オンプレミス、クラウド問わずプ

ロフェッショナルエンジニアによ

るベストプラクティスな設計を提

案、環境構築まで支援します。
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JIG-SAW OPS はお客様のご要望に応じて、対応内容のカスタマイズが可能。

JIG-SAW OPS プラン

Observability
＆Operation

SecOps SRE＆Request FinOps

IoTOps
Cloud 

Integration Service Desk

https://ops.jig-saw.com/
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JIG-SAW OPS プラン

大分類として7つのプランに分類します

サービス 概要

Observability & Operation 国内外のクラウドサービス、オンプレミス環境、監視ツール等に対する監視や障害対応

SecOps 企業が保有するIT資産（コンピュータ、ネットワーク機器、ソフトウェア、データなど）に対するセキュリティ対応

SRE ＆ Request 国内外のクラウドサービス、オンプレミス環境、監視ツール等に対する設計支援や定常・非定常業務

FinOPS クラウドコストの監視や最適化支援

IoTOps IoTデバイスの監視や運用作業

Support Desk お客様からの電話、メールによる問い合わせ対応を行うサービス

Cloud Integration 国内外のクラウドサービス、オンプレミス環境に対する要件定義や構築



マネージドサービス提供内容（詳細）
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JIG-SAW OPSサポート範囲(一部)

お客様

クラウドプラットフォーム

アプリケーション層

ミドルウェア層

インフラ層

コスト最適化 クラウドセキュリティ

構成最適化 テクニカルサポート

CI/CD設定 サービス監視

APM
(アプリパフォーマンス管理)

アプリログ監視

セキュリティパッチ適用 プロセス監視

自動復旧設定 チューニング

OSセキュリティ 自動再作成設定
(オートヒーリング)

可用性最適化 パフォーマンス最適化

PaaS/SaaSシフト支援 アカウント管理

アプリケーション開発
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マルチクラウドからオンプレミスまで。
あらゆるサービスの安定稼働を24時間365日体制で支えます。

国内外の主要クラウドサービスに対応。導入支援～監視・運用保守までをワンストップでサポートいたします。

マルチ環境に対応

※2024年4月1日をもって、
「FJcloud-V」に統合
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データ・コントロール
プラットフォーム

Puzzleは自社開発の運用プラットフォームです。

検知・取得する膨大なビッグデータの動き・揺ら

ぎを検知するだけでなく、優先順位の判断、指示

までのすべてを自動で実現しています。

閲覧できるもの

・発生中の警報一覧

・サーバのリソースグラフ

・現状の監視設定内容

・静観設定画面

・監視レポート（1か月単位で自動出力）
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既にお客様がご利用中の各種運用プラットフォームや監視ツールも、そのままご利用いただくことが可能です。
各種ツールやサービスからのアラートをJIG-SAW OPSが全て吸収することで、お客様へのご連絡は一本化されます。

監視イメージ
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システム監視(24/365)：puzzle利用イメージ

puzzleを用いた監視イメージです。メール監視・内部監視・外部監視・CloudWatch監視の4機能を用いて
監視および通知のフローを策定していきます。

Amazon CloudWatch

監視データ連携

お客様ご用意の監視ツール

24/365障害窓口
技術サポート窓口

エンジニアに通知
障害対応

ALB

EC2

RDS

監視対象システム

その他サービス

障害通知
対応報告

CloudWatch監視

外部監視（URL・ICMP応答・証明書期限など）

対応指示
問合せ

内部監視(リソース・プロセス・ログなど)

Internet 
gateway

puzzle
エージェント

お客様環境

貴社ご担当者様

障害対応
保守作業

メール監視
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ユースケース

某大手保険グループ会社

Security Hub VPC

AWS Cloud Availability Zone 1 Availability Zone 2

NAT gateway NAT gateway

ADサーバ#1 ADサーバ#2

WSUSサーバ ファイルサーバ

Guard Duty

Inspector

Office

クライアントPC クライアントPC クライアントPC クライアントPC

オフィスLAN環境のクラウド化と運用事例

【抱えていた課題】

• オンサイト対応の為、復旧まで時間がかかっていた。

• 過剰なスペックのマシンを使ってコスト負担となっていた。

• WindowsServerのバージョンアップは夜間、休日にオンサイト

で対応していた為、対応者の負担が大きかった。

【解決/改善】

• クラウド化によりオンサイト対応が不要になった。

• 障害時対応を委託することにより自社での対応が不要になった。

• 構成の提案を受け、高可用性で有りながらも低コスト且つセ

キュアな環境を実現。

• クライアントPC、WindowsServerのパッチ適用作業を運用委

託し自社でのパッチ適用作業が不要になった。

• プラットフォームの定期脆弱診断や脅威や攻撃の検知が可能に

なった。
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ユースケース

某コミックアプリ分析基盤
Google CloudDC

AWS

Cloud SQL

Pub/Sub

Cloud Monitoring

Cloud Logging

Dataflow Data Catalog

BigQuery

Ingest Pipeline Pipeline

マルチクラウド構成の分析基盤運用事例

【抱えていた課題】

• 高額なライセンスのETLサーバを使いコストが課題となっていた。

• パフォーマンスが悪く必要な時にデータを取得できず業務に影響

がでていた。

• 障害時に大量のデータの洗い替えが必要で非常に時間もかかる状

況であった。

【抱えていた課題】

• 従量課金で低コストな環境を提案いただきパフォーマンスも改善。

• ジョブの実行エラー時の対応を委託し調査や夜間帯の再実行対応

が不要に。
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ユースケース

某大手保険グループ会社様サービス基盤

Azureセキュリティサービス運用事例

【抱えていた課題】

Azureで展開しているサービス基盤において、親会社より提示され

たクラウド利用のガイドラインに準拠するセキュリティ対策と運用

を指示された。

Azureにおけるセキュリティのベストプラクティスやそれを評価す

る為の仕組みについて知見がなく対応ができていなかった。

【解決/改善】

• Defender for Cloud/Servers/Containersを導入しAzureのプ

ラットフォーム上の脆弱性、サーバ/コンテナの脆弱性を診断

し可視化、親会社向けにダッシュボードを提示し評価の結果や

現在の状況、対応対策の計画が提示可能となった。

• 脆弱性だけではなくビットコインマイニング、アカウント侵害

など不正なアクティビティや脅威を検知可能となり、また検知

から対応方針の提示、提案までを委託することにより迅速なセ

キュリティオペレーションを実現した。
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ユースケース

予約ポータルサイト

マルチクラウド構成の分析基盤運用事例

【抱えていた課題】

• 予約ポータルサイトを運営している企業様で、グループ会社での

既存運用体制に不満を感じていた。※コストとサービスレベル

• 今後はサーバの一部クラウド化も検討しており、その際にオンプ

レミス・クラウド双方に対応出来る状況への変化を望まれていた

【解決/改善】

• 今後のクラウド利用も考え、オンプレミス/クラウド問わず対応

可能なOPSをご選定いただいた。

• 作業領域において、現地 (オンサイト)作業は既存のグループ会

社を継続して採用し、リモートによる監視・運用保守対応部分や

クラウド化した場合の運用保守全般をJIG-SAWが対応するとい

う、既存ベンダとの作業領域を分ける事により運用費用の最適化

に貢献。

zabbixzabbix nagios zabbix

DC2
サーバ、NW機器合計約500台

DC3
サーバ、NW機器合計約1500台

DC1
サーバ、NW機器合計約1000台

JIG-SAW

お客様 既存ベンダ

・24時間365日の有人監視
・障害発生時の一次対応
・障害発生時の二次対応
・エスカレーション

・オンサイト対応
・機器手配・交換

連携報告
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導入実績企業ロゴ(一部)



運用の要件やシステム環境

をヒアリングさせていただ

きプランとお見積りをご提

示いたします。

お見積り ご発注・ご契約 運用開始

導入の流れ

設計/構築/導入

お見積りの内容に合意いた

だきご発注いただきます。

ご契約後弊社エンジニアが

システム設計、運用設計、

監視設計を行い構築から導

入までを行います。

お客様でご用意の手順書や

フローにつきまして受け入

れを行います。

環境の構築が完了し運用フ

ロー、手順、体制の準備が

整いましたら24時間365日

の運用を開始します。
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・
・
・

・
・
・THANK YOU
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